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438. 金槌市町村における議齢者の務カトレ山ニンク~es毅
を復選する嬰態
Oi~f水 j晃一人難波秀行i、殺UJ 典子I、村上 n宮容ヘ
久野諮せI
ct筑波大学大学段 人間総会科学研究科)
{緒言} 2006 1;手 4 月に分綬保険予防制度が発足した.~ド研
究では，介護保険の予防給付開始以前の市町村における体
力づくり，筋力トレーニング(以下筋力 TRと絡)築絡の
有無について，市町・村の規模，健綬づくり卒業のm姿性怒
織，行政内の関連部門，外部企業との述携者無，教義巡営
のJ主体的項目との1Mj迷を検討し事業を促進する~滋を研究
する.[調査方法) 2003年に会鶴市町村 (N=3068)を対
象に悉皆諮査し，窃収率は62.3%であった。!分析方法i
単純分析，変数のカテゴ1)-化し，筋力 TRの笑施有無の
市町村と各変数1実践とのクロス分析により荷J.i幾 (p
<0.05)が示された項留を説明変数とし，筋力 TR笑絡の
有無を被説明変数にロジスティック間滞分析を行った.[総
楽と考祭; 遂動による鎗j来づくりに取り組んでいるm町
村は80.1%，筋力 TR取り緩みは46.0%であり，筋力 TR
は十分普及しているとはいえをい状態であった.巡動によ
る体力づくりがm:~と怠う市町村は65.7%であった治勺ぢ町
村内の健康と体力づくり部門の提携実施は28.2%にとど
まっていた.m町村内が総力をあげた中高齢者の巡鋭jによ
る体力づくりの体制が不備であることが明らかになった.
ロジスティック回線分析により筋力 TR実施の宥無に鵠述
する姿~について検討した給条. 1と町村・の区分，在住成づ
くり予銭など環境，規模関連，係長~I翠療分野のíJi姿セI:í怒織，
住民への在住綾水準向上への焚j紙袋総裁など政策ょの総総，
健康担当と体力担当との巡携の宥無などの演自については
有意表が認められなかった.一方，外務の民間，母体，フイァ
トネスmr識との縫携の有無とには宥窓な0述 (p<0.05) 
が認められた.また取り組み担当者の綴極性総織，参加者
の意欲，指導者参溜など健凝づくり卒業に総わる数議選営
関連環践に有~:な i議述 (p <0.01)が認められた.介綬予
防制度以前における市町村の筋力TR!立教護現場の積権的
行動により促進されていたと忠われる.オッズ比から，フ
ィットネス産業との提携(オッズ比:1. 788).現場銭議者
の綾康づくり謬殺に対する積極性の認識(1.887)，参加者
の意欲(1.939)，指導者の参爵(1.709)など，外部提携と健
康づく号笑施渓場の綴犠牲が強い市町村ではき筋力 TR実
施の可能性が高いことが示された.参加者の窓織，窓欲，
現場担当者の健綬づくりに対する意欲，フィットネλ産業
などの活潟，指導者参溜など現場における巡lfdJによる儀袋
づくち実施における鞍緩性が促進妥協として大きなウエイ
トを占めていると怠われる.[結論} 中高齢者の介波予紛
が法制fとされた今後においても事業促進は現場における指
導者と参加者の意識にかっかておち，それを支援する市lllJ
村の総力を挙げた体制作りの促進古f必擦と忽われる.
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